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講
演
と
音
楽
の
つ
ど
い

わ
く
わ
く
講
座

【
ど
ん
な
芽
が
で
る
の
か
な
？

「
町
田
の
竹
で
、
出
来
る
も
の
な

〜
に
」
】

　
竹
林
の
こ
と
を
学
び
、
伐
採
し

た
竹
を
活
用
し
て
、
大
き
な
ド
ー

ム
作
り
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
竹
の
小
枝
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
を
込
め
た
「
明
か
り
」
も
つ

く
り
ま
す
。
全
３
回
で
す
。

3
市
内
在
住
の
４
歳
以
上
の
方

（
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
）

4
８
月
２２
日（
土
）、
２３
日（
日
）、

３０
日（
日
）、
午
後
１
時
〜
４
時

5
鶴
川
図
書
館
前
広
場
、
鶴
川
市

民
セ
ン
タ
ー

8
３０
人
（
申
し
込
み
順
）

7
３
０
０
円

2
電
話
で
ま
ち
だ
中
央
公
民
館

（
1
７
２
８
・
０
０
７
１
）
へ
。

参
加
し
ま
せ
ん
か

　4
１０
月
８
日
午
後
１
時
〜
４
時

5
福
生
市
民
会
館
（
福
生
市
福
生

２
４
５
５
）

6
人
権
啓
発
事
業
講
演
「
私
の
印

象
に
残
っ
た
人
々
」
と
合
唱

9
写
真
家
・
浅
井
愼
平
氏
ほ
か

8
１
０
６
２
人
（
申
し
込
み
順
）

2
往
復
ハ
ガ
キ
（
１
通
に
３
人
ま

で
）
に
催
し
名
・
代
表
者
の
住
所

・
氏
名
・
電
話
番
号
・
参
加
希
望

人
数
と
全
員
の
氏
名
・
返
信
用
に

も
あ
て
先
を
明
記
し
、
９
月
４
日

ま
で
（
消
印
有
効
）
に
福
生
市
企

画
財
政
部
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

係
（
〒
１９７
―
８
５
０
１
、
福
生
市

本
町
５
、
1
０
４
２
・
５
５
１
・

１
５
６
８
）
へ
。

※
保
育
（
２
歳
児
〜
未
就
学
児
）

・
手
話
通
訳
あ
り
。
希
望
者
は
申

し
込
み
ハ
ガ
キ
に
記
入
。

1
広
報
広
聴
課
1
７
２
４
・
２
１

０
２

　
右
下
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

3
市
内
在
住
で
６５
歳
以
上
の
パ
ソ

コ
ン
初
心
者
の
方

5
わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
町
田

8
各
２０
人
（
抽
選
）

7
各
１
７
０
０
円

2
往
復
ハ
ガ
キ
（
１
人
１
枚
）
に

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
年
齢

・
コ
ー
ス
番
号
（
第
２
希
望
ま

で
）
を
明
記
し
、
８
月
１１
日
ま
で

（
必
着
）
に
町
田
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
（
〒
１９４
―
０
０
２

２
、
森
野
１
―
１
―
１５
、
わ
く
わ

く
プ
ラ
ザ
町
田
内
、
1
７
２
３
・

２
１
４
７
）
へ
。

1
高
齢
者
福
祉
課
1
７
２
４
・
２

１
４
６

介
護
予
防
教
室

　
左
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

3
市
内
在
住
の
６５
歳
以
上
の
方

（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
の
方
は
除
く
）

時
間
・
回
数
午
後
１
時
３０
分
〜
３

時
３０
分
、
全
１０
回

※
一
講
座
の
み
午
前
の
開
催
（
１０

時
〜
正
午
）
が
あ
り
ま
す
。

7
１
回
２
５
０
円
程
度

2
８
月
３
日
〜
９
日
に
電
話
で
町

田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
1
７
２

４
・
５
６
５
６
）
へ
。
抽
選
結
果

は
郵
送
し
ま
す
。

　
詳
細
は
町
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
鶴
川
事
務
所
（
1
７
３

５
・
０
１
５
４
）
へ
。

1
高
齢
者
福
祉
課
1
７
２
４
・
２

１
４
６

参
加
団
体
募
集

【
Ｐ
ｏ
ｃ
ｏ
　
Ｐ
ｏ
ｃ
ｏ
　
Ｆ
ｅ

ｓ
ｔ
ａ
　
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
プ
ロ
グ

ラ
ム
　
ソ
ト
ぽ
こ
!
】

　
東
京
３９
市
町
村
は
、
次
世
代
の

子
ど
も
た
ち
に
様
々
な
感
動
体
験

を
提
供
す
る
「
子
ど
も
体
験
塾
」

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
一
環
と
し
て
、
町
田
・
多

摩
・
稲
城
市
が
共
同
で
実
施
す
る

「
ぽ
こ
ぽ
こ
フ
ェ
ス
タ
〜
ス
テ
ー

ジ
ア
ー
ト
の
お
も
ち
ゃ
箱
」
か
ら

飛
び
出
し
て
、
出
張
講
座
を
用
意

し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
向
け
舞
台
ア
ー
ト
を
参

加
体
験
で
き
る
講
座
を
、
開
催
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

3
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
、
児
童
館
、

放
課
後
教
室
、
学
校
な
ど
主
に
小

学
生
が
集
ま
る
場
所
・
団
体
で
、

講
座
を
行
う
環
境
を
整
え
る
こ
と

が
で
き
る
団
体

※
団
体
に
お
願
い
す
る
の
は
、
事

前
の
参
加
者
（
小
学
生
）
の
募
 

集
、
広
報
、
会
場
の
用
意
、
ス
タ

ッ
フ
の
参
加
、
２
０
１
０
年
２
月

７
日
開
催
の
「
ぽ
こ
ぽ
こ
フ
ェ
ス

タ
」
へ
の
協
力
な
ど
で
す
。
派
遣

す
る
講
師
と
の
調
整
、
当
日
の
講

座
運
営
、
講
師
料
・
同
行
ス
タ
ッ

フ
人
件
費
の
負
担
は
同
フ
ェ
ス
タ

ス
タ
ッ
フ
が
行
い
ま
す
。

※
費
用
は
原
則
無
料
で
す
が
、
個

別
の
状
況
に
よ
り
通
信
費
等
の
実

費
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。

4
１１
月
〜
２
０
１
０
年
１
月
ご
ろ

ま
で
の
間
の
１
日

6
子
ど
も
た
ち
が
日
常
を
過
ご
し

て
い
る
場
で
、
い
つ
も
の
友
だ
ち

と
一
緒
に
舞
台
ア
ー
ト
に
出
会
う

機
会
と
し
て
出
張
講
座
（
お
も
し

ろ
楽
器
づ
く
り
、
パ
ン
ト
マ
イ

ム
、
影
絵
な
ど
）
を
行
う

8
４
団
体
（
応
募
が
多
数
の
場
合

は
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
後
調
整
）

2
９
月
３
日
ま
で
に
電
話
で
（
特
）

多
摩
子
ど
も
劇
場
（
1
０
４
２
・

３
７
６
・
７
６
５
１
）
へ
。

1
子
ど
も
総
務
課
1
７
２
４
・
２

８
７
６

高
齢
者
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

１１
月
１９
日
（
木
）
 

午
後
６
時
３０
分
開
演

３
０
０
０
円

予
定
曲
目
〈
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
〉

ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
第
８
番
ハ
短
調

op.13

「
悲
愴
」
、
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ

第
１４
番
嬰
ハ
短
調op.27-2

「
月
 

光
」
、
ピ
ア
ノ

ソ
ナ
タ
第
２３
番
ヘ

短
調op.57

「
熱
情
」

※
６
歳
以
上
の
方
か
ら
入
場
可
。

2
８
月
６
日
か
ら
電
話
で
町
田
市

民
ホ
ー
ル
へ
。

※
初
日
は
電
話
の
み
の
受
付
。

９
月
１２
日
（
土
）

午
後
２
時
開
演
 

5
鶴
川
市
民
セ
ン
タ
ー

8
３
５
０
人
（
申
し
込
み
順
）

2
８
月
１２
日
正
午
か
ら
電
話
で
町

田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
1
７
２

４
・
５
６
５
６
）
へ
。

休
館
日
　
第
1
・
3
月
曜
日（
祝
日
の
と
き
は
そ
の
翌
日
）

受
付
時
間
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

 
 
 
 
 
 
　
町
田
市
民
ホ
ー
ル
蕁
7
2
8
・
4
3
0
0

※
電
話
は
お
か
け
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

町
田
市
民
ホ
ー
ル
事
業

1

ポ
ー
ル
・
モ
ー
リ
ア

ポ
ー
ル
・
モ
ー
リ
ア

メ
モ
リ
ア
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト

メ
モ
リ
ア
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト

ポ
ー
ル
・
モ
ー
リ
ア

メ
モ
リ
ア
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト

横
山
幸
雄

ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

横
山
幸
雄

ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

横
山
幸
雄

ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

立
川
志
ら
乃

ふ
れ
あ
い
落
語
  Vol．
３

植
物
図
譜『
フ
ロ
ー
ラ
の
神
殿
』よ
り

「
夜
の
女
王
」
銅
版
画
、
多
色
刷
り（
１
８
０
０
年
）

　
解
剖
図
や
動
物
図
譜
な
ど
の
自

然
の
驚
異
、
怪
異
な
空
想
の
世
界

を
描
い
た
版
画
な
ど
、
あ
っ
と
驚

く
よ
う
な
作
品
が
大
集
合
!

　
本
展
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
版
画
を

中
心
に
約
１
０
０
点
で
か
た
ち
づ

く
る
「
驚
異
の
部
屋
」
で
す
。

　
さ
あ
、
こ
の
夏
は
不
思
議
な
版

画
ワ
ー
ル
ド
へ
ぜ
ひ
お
い
で
下
さ

い
。

〈
自
然
の
驚
異
〉
複
雑
な
技
法
で

作
ら
れ
た
版
画
に
よ
る
解
剖
図
や

美
し
い
色
刷
り
植
物
図
譜
が
自
然

の
驚
異
を
み
せ
つ
け
ま
す
。

〈
怪
物
を
さ
が
せ
!
〉
人
間
の
想

像
力
が
生
み
出
し
た
こ
の
世
に
は

存
在
し
な
い
生
き
物
。
さ
ま
ざ
ま

な
怪
物
が
描
か
れ
た
作
品
を
大
特

集
。
虫
め
が
ね
片
手
に
版
画
の
中

の
怪
物
を
探
し
ま
し
ょ
う
!

〈
踊
る
骸
骨
〉
骨
だ
け
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
人
間
―
ち
ょ
っ
と
恐
ろ

し
い
で
す
ね
。
で
も
そ
れ
は
恐
ろ

し
い
だ
け
の
存
在
で
し
ょ
う
か
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
古
く
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
姿
の
骸
骨
が
描
か
れ
て
き

ま
し
た
。
人
々
に
襲
い
か
か
る
恐

ろ
し
い
骸
骨
姿
の
「
死
」
か
ら
、

な
に
や
ら
陽
気
に
踊
る
骸
骨
ま
で

が
見
ら
れ
ま
す
。

会
期
８
月
８
日
（
土
）
〜
９
月
２３

日
（
祝
）
、
月
曜
日
休
館
、
９
月

２１
日
は
開
館

開
場
時
間
平
日
＝
午
前
１０
時
〜
午

後
５
時
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
＝

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時
３０
分
（
入

場
は
閉
場
３０
分
前
ま
で
）

観
覧
料
一
般
４
０
０
円
、
高
校
・

大
学
生
２
０
０
円
、
６５
歳
以
上
の

方
２
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

※
初
日
（
８
月
８
日
）
は
無
料
。

関
連
催
事

【
館
長
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
・

ト
ー
ク
】

4
８
月
２２
日
（
土
）

【
学
芸
員
の
ギ
ャ
ラ
リ

ー
･
ト
ー
ク
】
　
　
 

4
８
月
９
日（
日
）、

１６
日
（
日
）
、
３０
日
 

（
日
）
、
９
月
６
日
 

（
日
）
、
２０
日
 

（
日
）、
２１
日（
祝
）

※
ト
ー
ク
は
い
ず
れ

も
午
後
２
時
か
ら
４０

分
程
度
。
観
覧
券
を
用
意
し
、
２

階
展
示
室
入
口
に
お
い
で
下
さ
い
。

【
美
術
館
で
語
り
あ
お
う
―
ト
ー

ク
･
フ
リ
ー
･
デ
ー
】

　
作
品
を
め
ぐ
る
会
話
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
試
み
で
す
。

4
展
覧
会
初
日
（
８
月
８
日
）
と

９
月
２３
日
（
祝
）
を
除
く
、
水
・

土
曜
日

同
時
開
催

【
戦
争
と
版
画
家
―
オ
ッ
ト
ー
・

デ
ィ
ッ
ク
ス
と
北
岡
文
雄
】

　
第
一
次
世
界
大
戦
の
強
烈
な
体

験
を
描
い
た
オ
ッ
ト
ー
・
デ
ィ
ッ

ク
ス
（
１
８
９
１
―
１
９
６
９
）

と
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
の
満
州

か
ら
の
〝
引
き
揚
げ
〞
の
様
子
を

作
品
化
し
た
北
岡
文
雄
（
１
９
１

８
―
２
０
０
７
）
の
版
画
約
７０
点

を
展
示
。

会
期
９
月
２３
日
（
祝
）
ま
で

１１
月
１３
日
（
金
）

午
後
６
時
３０
分
開
演

６
０
０
０
円
（
全
席
指
定
）

予
定
曲
目
星
空
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
 

ー
、
あ
る
愛
の
詩
、
エ
ー
ゲ
海
の

真
珠
、
恋
は
み
ず
い
ろ
 
ほ
か

2
８
月
４
日
か
ら
電
話
で
町
田
市

民
ホ
ー
ル
へ
。

※
６
歳
以
上
の
方
か
ら
入
場
可
。

※
初
日
は
電
話
の
み
の
受
付
。

市
民
企
画
講
座

多
摩
・
島
し
ょ
子
ど
も
体
験
塾

独
演
会

が
い
こ
つ

町
田
市
成
人
式
「
二
十
祭
ま
ち
だ
」

　
「
二
十
祭
ま
ち
だ
」
の
今
年
度

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
「
C
h
a
n
g
 

e
!
C
h
a
n
g
e
!
C
h
a
n

g
e
!
〜
到
来
、
平
成
人
ス
タ
イ

ル
〜
」
に
決
定
し
ま
し
た
。
今
年

度
か
ら
新
成
人
全
員
が
平
成
生
ま

れ
と
な
る
た
め
、
昭
和
か
ら
平
成

へ
の
変
化
の
意
味
を
込
め
た
「
C

h
a
n
g
e
」
と
平
成
と
成
人
を

組
み
合
わ
せ
た
「
平
成
人
」
と
い

う
言
葉
か
ら
ユ
ニ
ー
ク
な
ス
ロ
ー

ガ
ン
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
式
典
以
外
に
各
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
予
定
で
す
。

※
実
行
委
員
（
２０
歳
前
後
の
方
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

1
文
化
振
興
課
1
７
２
４
・
２
１

８
４

今
年
度
の
包
括
外
部
監
査
の

　
包
括
外
部
監
査
は
、
市
政
運
営

へ
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
強
化
し
、

市
政
の
透
明
性
の
向
上
を
図
り
、

市
政
に
対
す
る
市
民
の
信
頼
を
高

め
る
た
め
に
、
２
０
０
７
年
度
か

ら
導
入
し
た
も
の
で
す
。

　
今
年
度
の
包
括
外
部
監
査
の
テ

ー
マ
「
下
水
道
事
業
等
に
つ
い

て
」
は
、
包
括
外
部
監
査
人
が
、

「
地
域
住
民
の
福
祉
の
増
進
と
地

方
公
共
団
体
の
効
率
性
」
や
「
地

方
公
共
団
体
の
組
織
・
運
営
の
合

理
化
と
規
模
の
適
正
化
」
を
達
成

す
る
た
め
に
、
市
の
財
務
に
関
す

る
執
行
等
の
う
ち
、
自
ら
の
識
見

で
選
定
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
監

査
結
果
に
つ
い
て
は
、
来
年
２
月

に
ま
と
ま
り
ま
す
。

　
な
お
、
２
０
０
７
年
度
及
び
２

０
０
８
年
度
の
包
括
外
部
監
査
の

結
果
や
進
捗
状
況
は
、
町
田
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
ま
た
、
市
政
情
報
や
ま
び
こ

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

1
経
営
改
革
室
1
７
２
４
・
２
５

０
３

【
２
０
１
０
年
度
実
施
予
定
分
】

　
市
民
に
安
全
で
新
鮮
な
農
畜
産

物
を
提
供
す
る
た
め
に
、
経
営
を

改
善
・
合
理
化
し
、
農
業
経
営
の

確
立
を
目
指
す
事
業
に
対
し
て
補

助
を
行
い
ま
す
。

3
５
年
以
上
農
業
を
続
け
る
意
思

の
あ
る
市
内
の
農
家
、
ま
た
は
農

家
３
人
以
上
が
参
加
す
る
農
業
法

人
・
営
農
集
団
で
あ
り
、
か
つ
左

表
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
 

6
事
業
総
額
が
３０
万
円
以
上
の
も

の
を
対
象
と
し
、
交
付
額
は
、
認

定
農
業
者
・
農
業
法
人
・
営
農
集

団
＝
経
費
の
２
分
の
１
（
１
５
０

万
円
限
度
）
、
そ
の
他
の
農
家
＝

３
分
の
１
（
１
０
０
万
円
程
度
）

2
申
請
書
（
農
業
振
興
課
・
Ｊ
Ａ

各
支
店
に
有
）
に
関
係
書
類
を
添

え
て
、
８
月
３１
日
ま
で
に
直
接
ま

た
は
郵
送
で
農
業
振
興
課
（
〒
１９４

―
０
０
２
２
、
森
野
１
―
３３
―
１０
、

1
７
２
４
・
２
１
６
６
）
へ
。

※
２
０
０
８
年
度
、
２
０
０
９
年

度
で
既
に
補
助
金
を
受
け
て
い
る

方
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

該
当
す
る
方
は
申
請
・
提
出
を

　
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
は
８
月

で
年
度
が
切
り
替
わ
り
ま
す
。
８

月
以
降
は
平
成
２１
年
度
（
平
成
２０

年
中
）
所
得
が
基
準
額
以
内
の
方

（
左
表
参
照
）
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

　
７
月
ま
で
に
申
請
し
て
所
得
超

過
に
よ
り
却
下
と
な
っ
た
方
で
平

成
２１
年
度
（
平
成
２０
年
中
）
所
得

が
基
準
額
以
内
の
方
は
、
８
月
中

に
申
請
を
し
て
下
さ
い
。

　
ま
た
、
１
月
２
日
以
降
に
転
入

し
手
当
て
を
受
給
し
て
い
る
方
で

平
成
２１
年
度
（
平
成
２０
年
中
）
の

所
得
証
明
書
を
未
提
出
の
方
は
、

至
急
提
出
し
て
下
さ
い
。

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

1
障
が
い
福
祉
課
1
７
２
４
・
２

１
３
６
、
6
７
２
４
・
１
１
９
１

　
市
内
の
施
設
を
ご
覧
い
た
だ

き
、
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
伺
う

施
設
見
学
会
を
下
表
の
日
程
で
実

施
し
ま
す
。

3
１５
〜
２０
人
の
団
体
（
各
団
体
と

も
、
１
年
度
に
１
回
の
実
施
）

7
７
８
０
円
（
昼
食
代
）
と
有
料

施
設
の
入
場
料

2
８
月
３
日
〜
１０
日
に
電
話
で
市

民
相
談
室
（
1
７
２
４
・
２
１
０

２
）
へ
。

※
申
し
込
み
が
重
な
っ
た
場
合
は

８
月
１２
日
に
抽
選
し
ま
す
。

※
次
回
は
、
２
０
１
０
年
１
〜
３

月
に
実
施
し
ま
す
（
募
集
は
１２

月
）
。

介
護
職
員

3
市
内
施
設
（
特
養
・
老
健
・
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
）
の
介
護
従
事

者
、
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
従
事
者

及
び
潜
在
有
資
格
者
（
訪
問
介
護

員
２
級
取
得
者
で
今
後
介
護
の
仕

事
を
行
う
予
定
の
あ
る
方
）

4
８
月
２９
日
、
９
月
１９
日
、
１０
月

１７
日
、
１２
月
１２
日
、
２
０
１
０
年

１
月
２３
日
、
い
ず
れ
も
土
曜
日
、

午
後
１
時
〜
５
時

5
町
田
家
政
福
祉
高
等
専
修
学
校

8
各
５０
人
（
申
し
込
み
順
）

7
各
１
０
０
０
円

2
（
財
）
ダ
イ
ヤ
高
齢
者
研
究
財

団
・
町
田
分
室
（
薔
０
１
２
０
・

７
６
０
・
１
７
６
）
へ
。
 

1
高
齢
者
福
祉
課
1
７
２
４
・
２

１
４
０

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

　
２
０
０
９
年
度
に
整
備
を
予
定

し
て
い
る
事
業
者
を
募
集
し
ま

す
。

　
募
集
す
る
業
種
は
、
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
（
堺
・
忠
生
地

区
１
か
所
）
で
す
。

応
募
締
め
切
り
８
月
２１
日
（
金
）

　
募
集
要
項
の
配
布
場
所
な
ど
詳

細
は
高
齢
者
福
祉
課
（
1
７
２
４

・
４
０
４
８
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

文
学
館
で
楽
し
む
・
お
と
な
の
た

め
の

〝
耳
か
ら
聴
く
文
学
〞
を
楽
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

　
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

4
８
月
２０
日
（
木
）
午
前
１０
時
３０

分
〜
１１
時
３０
分

5
同
館
大
会
議
室

6
町
田
ゆ
か
り
の
作
家
「
日
影
丈

吉
」
、
お
こ
り
じ
ぞ
う
（
山
口
勇

子
作
）
、
ア
レ
ク
セ
イ
と
泉
（
本

橋
成
一
作
）
、
紅
花
物
語
（
佐
々

木
悦
作
）

語
り
手
ま
ち
だ
語
り
手
の
会

1
町
田
市
民
文
学
館
1
７
３
９
・

３
４
２
０

公

募

し

ま

す

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修

農
業
振
興
事
業
補
助
金

ス
ロ
ー
ガ
ン
決
定

心
身
障
害
者
福
祉
手
当

テ
ー
マ
が
決
ま
り
ま
し
た

　
私
達
が
健
康
な
体
を
維
持
す
る

た
め
に
は
、
適
切
な
種
類
と
量
の

栄
養
素
を
、
毎
日
食
事
か
ら
と
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
三
大
栄

養
素
（
た
ん
ぱ
く
質
、
糖
質
、
脂

質
）
以
外
に
少
量
で
す
が
、
日
々

必
ず
摂
取
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

必
須
栄
養
素
に
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ

ラ
ル
が
あ
り
ま
す
。

　
昨
今
、
ミ
ネ
ラ
ル
が
生
命
の
働

き
を
支
え
る
カ
ギ
と
し
て
重
要
視

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
コ

ン
ビ
ニ
で
も
ミ
ネ
ラ
ル
入
り
を
う

た
っ
た
商
品
も
目
に
つ
き
ま
す
。

ミ
ネ
ラ
ル
っ
て
何
で
し
ょ
う
？

　
必
須
ミ
ネ
ラ
ル
は
１６
種
類
（
カ

ル
シ
ウ
ム
、
カ
リ
ウ
ム
、
塩
素
、

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
硫
黄
、
リ
ン
、

ナ
ト
リ
ウ
ム
、
亜
鉛
、
鉄
、
銅
、

マ
ン
ガ
ン
、
コ
バ
ル
ト
、
ク
ロ
ム
、

ヨ
ウ
素
、
モ
リ
ブ
デ
ン
、
セ
レ
ン
）

で
す
。
ミ
ネ
ラ
ル
は
体
の
機
能
を

維
持
す
る
の
に
不
可
欠
で
さ
ま
ざ

ま
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

　
ミ
ネ
ラ
ル
は
私
達
の
体
内
で
つ

く
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
す

べ
て
食
べ
物
か
ら
摂
っ
て
生
き
て

い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
普
通

の
食
事
を
し
て
い
れ
ば
不
足
す
る

こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
食
生
活
の
変
化

や
偏
っ
た
食
事
、
精
製
食
品
、
加

工
食
品
の
増
加
で
ミ
ネ
ラ
ル
不
足

を
ま
ね
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
食

品
添
加
物
が
ミ
ネ
ラ
ル
の
摂
取
を

妨
げ
た
り
、
吸
収
を
抑
制
し
た
り

し
ま
す
。

　
ミ
ネ
ラ
ル
の
中
で
も
カ
ル
シ
ウ

ム
や
鉄
の
必
要
性
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
亜
鉛
は
人
体
に
と

っ
て
欠
か
せ
な
い
働
き
も
の
の
ミ

ネ
ラ
ル
で
、
も
っ
と
も
不
足
し
や

す
い
ミ
ネ
ラ
ル
の
ひ
と
つ
で
す
。

亜
鉛
不
足
が
味
覚
異
常
を
お
こ
す

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
亜
鉛
は
細
胞
の
新
陳
代
謝
に

深
く
か
か
わ
り
細
胞
の
新
生
を
助

け
て
い
ま
す
。
私
達
は
本
来
お
米

中
心
の
日
本
食
で
い
ろ
い
ろ
な
ミ

ネ
ラ
ル
を
摂
っ
て
い
ま
し
た
が
、

近
頃
は
パ
ン
食
も
多
く
ま
た
、
食

品
添
加
物
を
使
用
し
た
加
工
食
品

も
多
く
、
意
識
し
て
摂
ら
な
い
と

不
足
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
私
達
は
、
海
藻
、
魚
介
、
肉

類
、
穀
物
、
野
菜
な
ど
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
摂
る
こ
と
に
よ
り
、
す
べ

て
の
ミ
ネ
ラ
ル
を
摂
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
忙
し
く
家
族
で
食
卓
を
囲
む
機

会
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
わ

れ
ま
す
が
、
五
つ
の
「
こ
食
」
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
孤
食
（
一
人
で
の
食
事
）
、
個

食
（
家
族
個
々
が
好
き
な
も
の
で

食
事
）
、
固
食
（
好
き
な
決
っ
た

も
の
を
食
べ
る
）
、
小
食
（
食
べ

る
量
が
少
な
い
）
、
粉
食
（
パ

ン
、
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
、
麺
、
ラ
ー

メ
ン
な
ど
粉
を
使
っ
た
主
食
）
。

　
食
物
は
命
薬
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
週
に
何
回
か
は
素
材
か
ら
料

理
す
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

冨
田
寛
著
「
元
気
に
な
る
ミ
ネ
ラ
ル
亜
鉛

パ
ワ
ー
の
秘
密
」
を
参
考

「
町
田
の
マ
 

チ
コ
」
で
す

1消費生活センター☎７２５・８８０５

お

は

な

し

会

施
設
見
学
会
参
加
者
募
集

　
国
際
版
画
美
術
館
　
好
奇
心
が
と
ま
ら
な
い
夏
―

版
画
が
つ
く
る 

驚
異
の
部
屋
へ
よ
う
こ
そ
　 

展
！

版
画
が
つ
く
る 

驚
異
の
部
屋
へ
よ
う
こ
そ
　 
展

1
1
７
２
６
・
２
７
７
１

７
２
６
・
２
７
７
１ ！

対　象　者
扶養人数

3,604,000円未満

3,984,000円未満

4,364,000円未満

4,744,000円未満

5,124,000円未満

1人

0人

2人

3人

4人

以降、扶養人数1人につき38万円加算

受給者本人所得

所得限度額
平成21年度（平成20年中）所得手当の種類

手当額（月額）

心身障害者
福祉手当
15,500円

20歳以上65歳未満で下記に該当する方
①身障手帳…1・2級　②愛の手帳…1～3度
③脳性マヒ　④進行性筋萎縮症
※施設入所者、所得が一定額以上の方は除く。
精神障害者保健福祉手帳は対象になりません。

農業振興補助金 条件表
牛または馬

豚

鶏

ホダ木

ハウス

田畑

生産緑地

5頭以上飼育

10頭以上飼育

500羽以上飼育

500本以上栽培

200㎡以上設置

20ａ以上耕作

10ａ以上耕作

※2月1日～4日、9日～10日、15日～19日、23日～25日は
　利用できません。

2010年2月分の利用　8月1日から受付開始

電話受付です　　0120・55・2838

公共下水道への接続をお願いします! 1業務課1720・1833

※対象となる方には、戸別訪問や郵送で、切替工事の指定工事店名簿等を配布します。
※切替工事は必ず指定工事店でお願いします。また、費用の一部をお貸しする制度が
　ありますので、ご利用下さい。

利用可能になる地域
供用開始日

図面縦覧期間・場所

切替工事の期間

下小山田町の一部
8月13日（木）

8月4日（火）～12日（水）
業務課（成瀬クリーンセンター内）

くみ取り…3年以内
浄化槽…遅滞なく（1年以内）

わくわく講座日程表
プログラム名 期間 曜日 定員（抽選） 会場送迎

おしゃれ小物
手作り講座

俳句初級講座

書道初級講座

和風踊り
体操講座

ハーモニカ
初級講座

つるし雛
（秋）講座

自分史作り
初級講座

9月7日～
11月30日

9月1日～
11月17日

9月3日～
11月5日

9月4日～
11月6日

9月8日～
11月24日

9月3日～
11月5日

9月11日～
11月13日

月曜日
（毎週）

火曜日
（毎週）

木曜日
（毎週）

金曜日
（毎週）

火曜日
（毎週）

木曜日
（毎週）

金曜日
（毎週）

15人

20人

15人

20人

20人

20人

20人

小山市民 
センター

健康福祉 
会館

あおぞら会館 
(成瀬)

南市民 
センター

鶴川市民 
センター

ふれあい 
桜館

あり

なし

あり

あり

なし

あり

高齢者パソコン講習会 日程表

コース
番号

17

18

19

コース名

午前

午後

午前

通常コース

通常コース

通常コース

実施日

9月

9月

9月

8日（火）～12日（土）

8日（火）～12日（土）

15日（火）～19日（土）

時間

9：00～12：00

13：00～16：00

9：00～12：00

ミ
ネ
ラ
ル
っ
て
何

ミ
ネ
ラ
ル
っ
て
何
！？

ミ
ネ
ラ
ル
っ
て
何

ミ
ネ
ラ
ル
っ
て
何
！？

※申し込みできる方は市内在住、在勤、在学の方が
　過半数のグループまたは個人です。
※2月12日及び火曜日は利用できません。

2010年2月分の利用　8月1日から受付開始

午前8時30分～午後1時（抽選）
午後1時以降は先着順に受け付けます

電話受付です　1782・3800

大地沢青少年センター大地沢青少年センター大地沢青少年センター せせらぎの里せせらぎの里せせらぎの里
町田市自然休暇村

（長野県川上村）

期日

9月16日（水）、または
11月18日（水）

9月29日（火）、または
10月14日（水）

10月8日（木）、または
11月12日（木）

福祉施設コース

文化・歴史施設コース

環境施設コース

町田市美術工芸館⇒大賀藕絲館⇒
昼食⇒花の家

市立博物館⇒考古資料室⇒昼食⇒
自由民権資料館

境川クリーンセンター⇒剪定枝資源化
センター⇒昼食⇒町田リサイクル文化
センター⇒リサイクル広場

見学会名 見学施設

せんてい

ぐう し

施設見学会日程表

心身障害者福祉手当所得限度額表

1
農
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振
興
課

　
　

1
７
２
４
・
２
１
６
６

　
　

4
８
月
２
日
（
日
）
午
前
７
時
〜
８
時

5
教
育
セ
ン
タ
ー
校
庭
（
木
曽
東
３
ー

１
ー

３
）

夏
野
菜
が
い
っ
ぱ
い
　
日
曜
朝
市

夏
野
菜
が
い
っ
ぱ
い
　
日
曜
朝
市


